


全
体
的
に
は
暖
冬
だ
っ
た
昨
シ
ー
ズ
ン
も

一
時
的
に
大
雪
に
な
り
ま
し
た
。

(写
真
は
平
成
口
年
2
月
3
日
の
除
雪
風

2 

例
年
、
「
苦
情
」
も
多
い
除
雪
作
業

で
す
が
、
市
と
地
域
の
み
な
さ
ん
が

相
互
に
理
解
・
協
力
し
あ
う
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。



除
雪
は
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「
み
ん
な
で
」

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

惨

一今

道
路
除
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
お
互
い
に
助
け
合
い
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
雪
を
克
服
し
て
行
く
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
除
雪
は

積
雪
帥
側
、
か
ら
開
始
し
ま
す

主
な
市
道
の
除
雪
は
、
市
内
建
設
業
者
等
の
協
力

を
得
て
行
い
ま
す
。
除
雪
対
象
路
線
は
、
原
則
市
道

と
し
、
積
雪
が
叩
仰
を
越
え
、
さ
ら
に
降
雪
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
出
動
し
ま
す
。

ま
た
、
朝
の
通
勤
・
通
学
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め

に
は
、
真
っ
暗
な
早
朝

(
3
時
前
後
)
か
ら
作
業
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
車
の
音
が
う
る
さ
い
等

の
苦
情
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

う
る
さ
い
か
ら
っ
て

怒
ら
な
い
で
ね
・
・
・
。

道

道

道

市

県

国

パ
ス
路
線
や
交
通
量
の

多
い
路
線
を
優
先
し
ま
す

~ 

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量
や

一r

生
活
に
関
わ
る
重
要
性
を
考
慮
し

占

て
、
公
共
の
足
で
あ
る
パ
ス
路
線
、

通
学
、
通
勤
に
影
響
す
る
路
線
、

交
通
量
の
多
い
路
線
の
順
序
で
実

施
し
ま
す
。

震
も
な
〈
冨
@ 

霊
で
す

路
上
駐
車
、
が
あ
る
と
除
雪
、
が
進
み
ま
せ
ん

'啓:換νノ‘

除雪作業ができなくなってしまいます・.. 

道
路
除
雪
の
最
大
の
障
害
は

路
上
駐
車
で
す
。
除
雪
作
業
の

時
間
的
ロ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と、

緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
大
変
な
惨
事
を
招
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

責
路
上
駐
車
は

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
の
状
況
に
よ
っ
て
は
除

雪
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

大
変
な
影
響
が
で
ま
す
。

除
雪
機
、
が
入
れ
な
い
場
所
で
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
協
力
、
が
頼
り
で
す

道
路
除
雪
は
機
械
除
雪
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
道
路
幅

が
狭
く
除
雪
機
械
が
進
入
で
き
な
い
道
路
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
民
家
前
の
歩
道
部
及
び
路
肩
部
に
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、

か
た
ま
り

や
む
を
得
ず
、
雪
の
塊
が
残
り
ま
す
が
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

や
み
く
も
に
流
雪
溝
や
水
路
ヘ
投
雪
し
な
い
で

流
雪
溝
や
水
路
等
へ
の
無

秩
序
な
投
雪
は
、
水
が
あ
ふ

れ
出
す
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
の
も

と
に
な
り
ま
す
。

地
区
で
話
し
合
い
、

一
度

に
大
量
の
雪
を
捨
て
ず
に
計

画
的
に
投
雪
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

-E霊翠亙翠璽E盃彊・E
角 JIIの河口

惨道路除雪についての間合せ先

市役所建設課

新川土木センター

黒部国道維持出張所

品
t

k
市
で
は
、
民
間
で
敷
設
し
た

消
雪
施
設
の
維
持
管
理
(
電
気

料
)
に
対
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
関
す
る
主
な
条
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
総
延
長

l
o
o
m以
上

②
対
象
戸
数
が
印
軒
以
上

③
自
主
管
理
組
合
又
は
、

管
理
組
合
が
あ
る

V
問
合
せ
先

建
設
課
(
市
役
所
3
階
)

2
n
・
1
0
2
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会
歳

h
ι
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般

入

u
h
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歳

u
h

・

魚
津
市
の
財
政
状
況
(
予
算
の

執
行
状
況
)
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
、
年
に

2
回

(
6
月

と
ロ
月
)
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す。

平
成
汀
年
度
上
半
期
の
予
算
執

行
状
況
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

※
平
成
打
年

9
月
初
日
現
在

(
万
円
未
満
四
捨
五
入
)

〔一般会計の執行状況】

支出割合

% 

34.0 

45.9 

27.3 

14.6 

49.0 

43.9 

18.4 

41.9 

38.8 

34.8 

国国 l 予算額 |支出済額

区分 ! 万円| 万円

民生費I 43億 6，840 I 14億 8，308

総務費I26億 2，675I 12億 0，512

商工費I 25億 0，200 I 6億 8，248

土木費I23億 0，385I 3億 3，688

公債費I22億 3，399I 10億 9，360

教育費I15億 8，436I 6億 9，583

農林水産業費 I 9億 0，846I 1億 6，722

衛生費 I 5億 9，144I 2億 4，781

その他 I 9億 6，617 I 3億 7，443

合計 1180億 8，5421 62億 8，645

収入済額 |収入割合
% 

51.7 

64.6 

8.1 

19.1 

万円

0.2 

51.4 

万円

8.5 

52.2 

51.2 

62億 8，327 I 32億 4，680

34億 9，700 I 22億 5，842

1億 1，933

2億 3，031

200 

6.140 

2億 6，093

2億 2，807

14億 5，441

78億 6，167

14億~ 7，414 

121:意 0，721

11億 2，870

7イ意1，884 

5億~ 0，000 

4億.4，529

l園品
区分

市 税

地方交付税

県支出金

国庫支出金

市債

財産収入

地方消費税交付金

分担金及び負担金

その他|必億 3，097

計 1180億 8，542

予算額

I債の状司|

43.5 ぷ〉
Eコ

168億 7，684万円

36万 0，362円

借入額

44億 4，770万円

39億 1，038万円

23億 2，113万円

18億 0，987万円

15億 7，764万円

28億 1，012万円

[市有財産の状況J

総額(一般会計)

市民一人当り

区分

縁故債

土木債

臨時財政対策債

教育債

減税補てん債

その他

115万 3，531 m
2 

21万 6，019m
2 

42億 9，623万円

5億 5，430万円

土地

建物

基金

有価証券
その他

[水道事-業 ーの ←業 務状一刻|

-業務の状況 《平成 17年 9月末現在の状況です》

・給水人口 38，566人(対前年度同期比+1.1 %) 

・給水栓数 13，610栓 (対前年度同期比 +2.5%)

-給水量 189万 8，246nf (対前年度同期比 -0.5%)

・損益・資本収支の状況

区 分 |収入予算額 | 収入済額 |割合
万円| 万円%

6億 1，221 I 3億 1，408I 51.3 

3億 5，6641 1，800 1 5.0 

特別会計 の執行状況

会計区分 予算額
執行状況

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

万円 万円 % 万円 % 
-------- ーー・・・ ・4・

下水 道 事 業 2 5億~ 6，370 2イ意 9，251 11.4 101，意6，886 41.7 
-------

農業集落排水事業 8億:0，070 6.442 8.0 2イ意 2，787 28.5 
-ー ー... ー-------- -・ ーーー簡易水道事業 1 イ意 7，300 1，520 8.8 4.571 26.4 

ー ー--------国民健康保険事業 37億 7，171 14イ意 4，783 38.4 16イ意 6，741 44.2 

老人保健医療事業 49イ意 1，900 21億 6，840 44.1 22億~ 7，668 46.3 
-・・ ・.. 

介護保険事業 36イ意 9，571 13億 9，246 37.7 14イ意 3，422 38.8 
‘ー -ーー ー ーー・ ・.

水族館事業 1 億~ 7，450 5.033 28.8 8，238 47.2 
-------------------- -ー ・.. 

CATV 事業 5億~ 7，487 1 億~ 6，435 28.6 2億 3，014 40.0 

必E』コ 百十 166億 7，319 551:意 9，550 33.6 70億:3，327 42.2 



栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
、
さ

開

宝

、
1
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霞

い
ま
す

一克
県
立
高
等
学
校
長

1
9
6
0
年
に
魚
津
高
校
へ
体
育
教

師
と
し
て
赴
任
。
県
教
委
体
育
課
長
、

水
橋
、
富
山
南
高
校
長
、
県
体
協
専
務

理
事
な
ど
を
歴
任
。

2
0
0
0
年
と

や

ま
国
体
で
は
県
選
手
団
の
総
監
督
を
務

め
ら
れ
た
。

一苅
魚
津
市
収
入
役

1
9
4
8
年
に

旧
道
下
村
役
場
に
入

り
、
合
併
を
経
て
退
任
ま
で
臼
年
聞
に

わ
た
り
行
政
一
筋
に
歩
ま
れ
た
。
財
政

課
長
、
議
会
事
務
局
長
、
総
務
部
長
を

歴
任
し
、

1
9
8
8
年
か
ら

3
期
ロ
年

問
、
収
入
役
を
務
め
ら
れ
た
。

並木孝 さん

(浜経由 ・70歳)

光A

寵
山岡信義 さん

(本江 ・74歳)

こ
の
道
一
筋
に
長
年
努
力
さ
れ
、

大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、

こ
の
た
び
叙
勲
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

開

九

宝

単

聖母

え

..-. 
主

単

民j

光

宝

単

霞谷林春子 さん

(末広町 ・77歳)

麓林照夫 さん

(友道 ・71歳)

霞横田 順 一 郎 さん

(東町 ・70歳〉

一瓦
各
種
統
計
調
査
員

1
9
6
7
年
か
ら
工
業
統
計
、
国
勢
調
査
、

商
業
統
計
な
ど
の
調
査
員
を
務
め
ら
れ
た
。

調
査
対
象
者
に
会
え
る
ま
で
何
度
も
足
を
運

ば
れ
る
な
ど
粘
り
強
さ
と
誠
実
さ
で
職
務
を

全
う
し
、
行
政
を
影
か
ら
支
え
る
役
割
を
果

た
さ
れ
た
。

元
特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム

新
川
ヴ
ィ

l
ラ
施
設
長

1
9
7
6
年
に
新
川
地
区
で
初
め
て
の

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
「
新
川
ヴ
ィ

l
ラ
」

を
設
立
。
社
会
の

ニ
i
ズ
の
変
化
に
応
じ

て
、
病
院
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
。

一元
魚
津
市
消
防
団
副
団
長

1
9
6
0
年
に
魚
津
市
消
防
団
第
ロ
分

団
(
経
団
地
区
)
に
入
団
し
、
何
年
近
く
消

防
団
活
動
に
従
事
、
分
団
長
も

7
年
間
務

め
ら
れ
た
。
火
災
だ
け
で
は
な
く
、
漁
船

の
海
難
事
故
や
行
方
不
明
者
捜
索
に
お
い

て
も
先
頭
に
立
っ
て
尽
力
さ
れ
た
。



年
末
の
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

ロ
月
1
日
制

i
幻
日
出

。
重
点
目
標

・
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る

自
主
防
犯
体
制
の
強
化

.
自
転
車
盗
、
車
上
ね
ら
い
な
ど
の
身
近
な
犯
罪
の
防
止

・
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
犯
罪
の
防
止

昨
年
は
月
ぬ
日
夜
、
市
内
で
強
盗
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
「
う
ち
は
大
丈
夫
」
「
こ
の
辺
に
泥
棒
は
い
な
い
」

と
根
拠
の
な
い
安
心
感
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

空
き
巣
や
車
上
ね
ら
い
、
子
ど
も
へ
の
い
や
が
ら
せ

な
ど
、
身
近
な
地
域
社
会
で
の
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
防
ぐ
に
は
、
個
人
で
防
犯
対

策
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で
防
犯
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
、
か
効
果
的
で
す
。

事件を伝える新聞記事

今年はこのような事件が無いことを・一

住
民
同
士
で
岡
結
し
、

犯
罪
者
を
追
い
出
し
ま
し
ょ
う
!

犯
罪
者
が
嫌
う
の
は
、
住
民
同
士
の
連
帯
感
で
す

多
く
の
犯
罪
者
は
犯
行
に
及
ぶ
前
、
町
の
雰
囲

気
を
見
ま
す
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
出
し
ル

l
ル
は
守

ら
れ
て
い
る
か
?
公
園
や
駐
車
場
な
ど
の
照
明

設
備
は
整
っ
て
い
る
か
?
な
ど
、
地
域
環
境
を

下
見
す
る
の
で
す
。
中
で
も
特
に
気
に
す
る
の
は
、

「
住
民
同
士
の
近
所
付
き
合
い
」
。
地
域
に
人
が
い

な
い
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
こ
と
に
は
無
関

心
と
い
っ
た
雰
囲
気
の
町
は
、
犯
罪
者
に
と
っ
て

犯
行
を
企
て
や
す
い
の
で
す
。

「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
町
に
関
心
を

持
ち
、
結
束
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
犯

罪
者
は
「
ど
こ
か
で
誰
か
が
見
て
い
る
」
と
い
う

視
線
を
も
っ
と
も
恐
れ
て
い
る
の
で
す
。

犯
罪
者
は
、
「
声
か
け
」
が
怖
い

犯
罪
者
が
犯
行
を
あ
き
ら
め
た
理
由
で
も
っ
と

も
多
い
の
は
、
「
近
所
の
住
民
に
声
を
か
け
ら
れ

た
り
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
た
か
ら
」
と
い
う
も
の

で
す
。
日
頃
か
ら
近
所
づ
き
あ
い
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

っ
て
お
き
た
い
防
犯
対
策

-
ワ
ン
ド
ア
ツ

l
ロ
ッ
ク
(
二
重
鍵
)
が

空
き
巣
対
策
の
基
本

・
留
守
だ
と
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る

.
建
物
の
周
囲
を
整
理
整
頓
し
、

侵
入
さ
れ
に
く
い
環
境
に
す
る

回
国
同
幽

-
ツ
!
ロ
ッ
ク
で
犯
行
に
時
間
を
掛
け
さ
せ
る

.
必
ず
防
犯
登
録
を
す
る

閏
悶
悶
悶
掴

・
車
内
に
貴
重
品
を
放
置
し
な
い

.
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

短
時
間
で
も
必
ず
ロ
ッ
ク
す
る

悶
悶
開
園
田

・
手
荷
物
は
車
道
の
反
対
側
に
持
つ

.
人
通
り
の
あ
る
道
を
選
ぶ

・
自
転
車
に
は
「
防
犯
ネ

ッ
ト
」
を
使
用
す
る

E
-
E臨
E
t

・
不
審
な
電
話
も
慌
て
ず
冷
静
に
対
応
す
る

.
必
ず
誰
か
に
相
談
す
る

・
電
話
を
切
っ
て

該
当
す
る
家
族
や
関
係
者
に
事
実
を
確
認
す
る

ゆ問合せ先環境安全課生活安全係 ft23-1004
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大ごみの収集日程については、4月に配布しました

「ごみ・資源物の収集カレンダ-Jをご覧ください。

休業期間中は、ごみ集積場などに、ごみを出さないよう

お願いします。また、年末には多量のごみが出されま

す。決められた時間(午前8時まで)に出しましょう。

炉問合せ先環境安全課環境係 fi23-1048 

E璽璽思想Em27m293031%2345
月火水木金土日月火水木

市役所一般業務 休

出生・婚姻・死亡などの届出は市役所 1階の宿直室で受付します。

女1/ 4 T.k)は市民課の窓口を午後 7時まで延長します。

コミュニティパス・タクシーの運行 休

障害者交流センター 休

障害者デイサービスセンター 休

健康 セ ン ター 休

子育て支援センター 休

各 児 童 セ ンター 休

総合体育館 17時 休 午開放円リ 休まで

市営温水プ ー ル 休

-総合体育館元日は1O : OO~ 12:00開放・温水プール 12/27・28は清掃のため休館

ありそドーム 休

新川文化ホール 休 休

桃山運動公園 休 休

図 重匡ヨ量 舘 休 休

新川学びの森天神山交流館 休 休

水族館・埋没林博物館 休 休

28129130131 

水 |木!金|土

燃やせるゴミの収集1 1 1 1 休

燃やせないゴミの収集1 1 1 1 休

エコぽ~と(燃やせるゴミの搬入)1 1 休

宮沢清婦センター(併せないゴミの撮入)1 1 1 1 休

休

-3352白園
富山労災病院 (H22-1280)

原買1J12/29閃から 1/3(火)まで

外来診療は休診

女救急患者の受入れはよ記期間でも行って

います。ご利用の際は受入れ準備のため、

事前の電話連絡にご協力ください。

救急(時間外)受付電話番号

fl22-1280 

市内各医療機関

原則 12/29(木)から1/3(刈まで休診

大休日当番医については

本誌 23ページをご覧ください。

常設資源物ステーション
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E司王蓮司自E
大その他、市内各金融機関

(JA・漁協を含む)の休業

予定日は、

12/31 (出'"'"1/3 (刈です。

大ATM等はご利用の金融

機関でご確認ください。
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市
民
の
ひ
ろ
ば
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
べ

1
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

情
報
広
報
課
岱
お
・

1
0
1
5
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
元
魚
津
の
加
積
リ
ン
ゴ
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
を
作
っ
て
い
る
。
ハ
テ
ィ
シ
ェ

(
洋
菓
子
職
人
)
が
魚
津
に
い
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
?

海
原
さ
ん
ご
一
家
は
、
市
内

で
洋
菓
子
点
を
経
営
。
博
さ
ん

は
、
父
親
の
信
行
さ
ん
と
共
に

厨
房
で
腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の

2
月
ま
で
の

4
年
間
、

職
人
と
し
て
の
腕
を
磨
く
た
め

に
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
に
、
修
行
に
出
か
け
て

い
ま
し
た
。

「
洋
菓
子
づ
く
り
の
本
場
で
、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
様
々
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
言
語
や
文
化
の
違
い

を
超
え
て
、
職
人
と
し
て
の
交

流
も
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
時

間
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
語
る
博
さ
ん
。。
ハ
リ

な
ど
の
都
市
部
で
洗
練
さ
れ
た

技
の
習
得
に
加
え
て
、
地
方
の

家
庭
的
な
お
菓
子
づ
く
り
を
学

ぼ
う
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
町

で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

ひろし

博さん

うみはら

海原

洋菓子職人

金
還
っ
手

6
年
生

私
の
将
来
の
夢
は
。ハ

テ
ィ
シ
ェ

に
な
る
こ
と
で
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
お
菓
子
を
作
る
の
が
好
き

で
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
や
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
と
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
て
何
だ
か

楽
し
く
な
り
ま
す
。
家
族
に
食

sv
ヌ
ト
l
け
l

作
り
た
い
の
は
、
部
屋
を
そ
う

じ
し
て
く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
部
屋
を
点

検
し
て
ゴ
ミ
を
捨
て
て
く
れ
た

り
、
よ
ご
れ
を
見
つ
け
た
ら
す

ぐ
に
き
れ
い
に
し
て
く
れ
た
り

す
る
の
で
す
。
ま
た
、
食
べ
た

い
も
の
を
入
力
し
た
ら
作
っ
て

く
れ
る
お
料
理
ロ
ボ
ッ
ト
も
作

り
た
い
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
勉
強

し
て
、
僕
が
三
十
歳
に
な
る
こ

ろ
に
は
そ
ん
な

ロ
ボ

ッ
ト
た
ち

と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

べ
て
も
ら
っ
た
と
き
、
「
お
い
し

い
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
て
、

う
れ
し
く
て
も
っ
と
お
い
し
い

お
菓
子
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

1ν
ゃん
。

将
来
パ
テ
ィ
シ
ェ
に
な
っ
た

ら
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は
体
に
よ
い

お
菓
子
を
、
甘
い
も
の
が
好
き

な
人
に
は
い
く
ら
食
べ
て
も
太

ら
な
い
お
菓
子
を
、
お
年
寄
り

の
人
に
は
歯
が
弱
く
て
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
お
菓
子
な
ど

を
考
え
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。



川
月
末
の
魚
津
産
業
フ
ェ
ア

「
O
O魚
津
」
で
も
販
売
さ
れ
た

ア
ッ
プ
ル
パ

イ
。
ゆ

っ
く
り
と

焼
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
の

で
、

リ
ン
ゴ
の
旨
み
が
凝
縮
さ
れ
て

お
り
、
生
地
も
香
ば
し
い
と
の

こ
と
。

藤ぢ
森8

清ま
ち

さ
ん

87 
歳

(
東
尾
崎
)

「
リ
ン

ゴ
畑
が
続
く
、
と
て
も

の
ど
か
な
街
で
し
た
。

そ
の
地

方
の
新
鮮
な
リ
ン
ゴ
を
使
っ
て

作
ら
れ
た
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は
、

本
当
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
ね
。

あ
の
時
の
感
動
を
皆
さ
ん
に
も

届
け
ら
れ
れ
ば
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
学
ん
だ
技
術
を
た
く
さ
ん

取
り
入
れ
て
、
こ
の
パ
イ
を
つ

く
っ
て
い

ま
す
。
地
元
魚
津
の

新
鮮
な
リ
ン
ゴ
を
使
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
加
積
リ
ン
ゴ

が
採
れ
る
時
期
に
し
か
つ
く
ら

な
い
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
、

新
鮮
な
も
の
を
使
っ
た
ほ
う
が

お
い
し
い
で
す
し
、
何
よ
り
、

魚
津
の
人
に
は
、
魚
津
の
も
の

を
口
に
し
て
欲
し
い
ん
で
す
。

魚
津
の
水
や
土
、
空
気
に
よ
っ

て
育
ま
れ
た
リ
ン
ゴ
が
、

一
番

目
に
合
う
と
思
い
ま
す
か
ら
」

と
語
る
海
原
さ
ん
。

実
は
、
「
家
族
が
や
っ
て
い
る

仕
事
だ
っ
た
の
で
、
自
分
も
大

き
く
な
っ
た
ら
、
継
ぐ
ん
だ
ろ

う
な
・・・
」
そ
ん
な
漠
然
と
し
た

思
い
で
始
め
た

パ
テ
ィ
シ
エ
の

仕
事
で
し
た
が
、
気
づ
い
て
み

れ
ば
、
は
や
凶
年
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
、
「
ケ
l
キ
を

嬉
し
そ
う
に
買
っ
て
い
か
れ
る

お
客
様
を
見
る
と
、
こ
の
仕
事

に
就
い
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う

そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

ジョギングや畑仕事で体を鍛えていると

いう、健脚自慢の藤森さん。先日訪れた四

国の金毘羅さんでは、お宮のある頂上まで

785段の階段をのぼられたそうで、「年いっ

ても、自分で努力して元気でおるってこと

に愉悦を感じるがいちゃ」と二ッコリ。

そんな藤森さんが、もう 20年近くも楽

しく続けているのが社交ダンス。月 2回の

地元の教室だけでは物足りず、黒部市の教

室へも毎週通うほどの熱の入れようです。

「ダンスをすると服装や態度に気を遣うよ

うになるし、若い人とふれあうから気持ち

が若くなりますちゃ」とのこと。また、

「女性も多いから、心が安らぐし、より楽

しいちゃ」とちょっひ。りお茶目な表情も見

せてくださいました。藤森さんが体も心も

元気でいられる秘けつは、趣昧や人に対す

る純粋なときめきを大切にするというとこ

ろにあるようですね。

市
民
@
ひ
る
ぽ

M
S
F
 

ヌ
初
》

魚
津
市
は
、
今
ま
で
に
行
っ
た
中
で

(柄
M
M
m
)
一
醤
す
て
き
な
と
こ
ろ
で
し
た

/勺
d
A
¥

//ケ
れ
¥
¥

魚
津
工
業
高
校
ヘ
通
っ
て
い
た
タ

イ
王
国
チ
ェ
ン
マ
イ
市
か
ら
の
留
学

生
タ
ツ
ア
ン
・
タ
ン
タ
コ
ソ
ル
さ
ん

(
叩
歳
)
は
、

9
月
に
来
市
し
、
約

1
か

月
の
滞
在
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。

「
魚
津
市
は
、
今
ま
で
に
行
っ
た
と
こ

ろ
の
中
で
一
番
す
て
き
な
と
こ
ろ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
タ
ン
ち
ゃ
ん
か
ら
、

お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
、
み
な
さ
ん
日

今
、
私
は
タ
イ
に
帰
っ
て
、
ま

た
プ
リ

ン
ス
ロ
イ
ヤ

ル
高
校
へ

通
っ
て
い
ま
す
。
来
年
の

1
月

に
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
学
校

は
、
体
育
祭
を
始
め
と
し
て
、

芝
居
、
マ
ラ
ソ
ン
、
歌
唱

コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
催
し
も
の
が
た

く

さ
ん
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
と
て
も
忙
し
い
で
す
。

私
は
、
応
援
チ

l
ム
に
入
っ
て

い
て
、
後
輩
に
応
援
歌
な
ど
を

教
え
て
い
ま
す
。
教
え
る
の
は

難
し
い
け
れ
ど
、
楽
し
い
で
す
。

魚
津
を
離
れ
て

1
か
月
ぐ
ら

い
た
っ
た
け
ど
、
今
で
も
魚
津

の
素
敵
な
出
来
事
を
思
い
返
し

ま
す
。

み
な
さ
ん
に
と
て
も
手

厚
く
も
て
な
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
め
て
富
山
空
港
に
来

タ
ツ
ア
ン
・

タ
ン
タ
コ
ソ
ル
さ
ん

~ 

た
時
に
、
市
役
所
の
方
と
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
方
が
、
タ
イ

語
で
書
い
た
看
板
を
か
ざ
し
て

到
着

ロ
ビ
!
で
待
っ
て
い
て

く

れ
た
こ
と
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

他
に
も
弓
道
の
レ

ッ
ス
ン
、

吉
島
小
学
校
へ
の
訪
問
、
お
寿

司
を
作
っ
て
食
べ
た
こ
と
、
立

山
登
山
な
ど
を
体
験
し
た
こ
と

は
と
て
も
楽
し
く
て
忘
れ
ら
れ

な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

そ
し

て
、
魚
津
で
は
、
毎
朝
自
転
車

で
通
学
し
て
い
た
け
ど
、
チ
ェ

ン
マ
イ
市
で
は
車
が
多
く
、
家

は
学
校
か
ら
遠
い
の
で
、
で
き

な
く
な
っ
て
さ
び
し
い
で
す
。

魚
津
に
滞
在
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
元
気
で
!



2
日
間
で
の
べ

4
万
7
千
人
が
来
場

ま
る
ま
る

魚
津
産
業
フ
ェ
ア

i
第

1
回「

O
O」
魚
津
開
催

日
月
別
・

ω日
の

2
日
間
に
渡
っ
て

「
魚
津
産
業

フ
ェ
ア
第
l
回

O
O
(ま
る
ま
る
)
魚
津
」

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
ま
で
の
「
魚

津
商
工
フ
ェ
ア
」
と

「魚
津
う
ま
い
も
ん
祭
り
」
が
一

体
化
し
た
も
の
で
、
会
場
も
あ
り
そ
ド
l
ム
と
海
の

駅
屡
気
楼
の

2
会
場
に
拡
大
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
あ
い
に
く
の
お
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
り
そ
ド
1
ム
会
場
に
は
開
場
前
に
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
盛
況
で
各
ブ
!
ス
前
に
は
大
勢
の
人
垣
が
で

き
、
身
動
き
が
と
り
に
く
い
ほ
ど
で
し
た
。
2
日
目

は
朝
か
ら
晴
れ
渡
り
、
海
の
駅
会
場
で
は
新
鮮
な
魚

介
類
を
求
め
る
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
活
気
に
あ
ふ
れ

で
い
ま
し
た
。

森
の
動
物
た
ち
と
の
共
生
を
願
っ
て

う
お
づ
の
森
づ
く
り
隊
が
実
の
な
る
木
を
植
樹

日
月
3
目
、
公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
の
職
員

約
別
名
で
結
成
さ
れ
た

「
う
お
づ
の
森
づ
く
り
隊
」

が
、
古
鹿
熊
の
山
林
に
ク
リ
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
、
実

の
な
る
木
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
森
の
ク

マ
や
サ
ル
な
ど
の
動
物
が
、
エ
サ
に
困
ら
な
い
よ
う

に
と
、
植
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

5
年
目

と
な
り
ま
す
。

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
山
の
実
り
も
よ
く
、
動

物
た
ち
に
よ
る
人
里
へ
の
被
害
は
、
昨
年
に
比
べ
て

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は

「
昨
年
の
よ
う
に
、
動
物
た
ち
が
エ
サ
に
困
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
」
と
願
い
を
こ
め
て
丹
念
に
穴
を
掘

り
、
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

財
団
法
人
健
康
・
体

力
づ

く
り
事
業
団
の

「
体
力
つ
く
り
優
秀
組

織
表
彰
」
市
の
部
で
魚

津
市
が
最
高
賞
の
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

地
域
で
健
康
体
力
づ
く

り
を
組
織
的
に
推
進
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
団
体
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
魚
津
市
は
女
子
野
球
世
界
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
地
域
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
、
健
康
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
向
上
や
健
康
増
進
の
た
め
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

と津う 切をち長マムし球で市
来チち試ら行谷旅イはた親 3の 11
年|に合れい本でク朝 。善回岡月
のムもはま、井しロ 6こ大白山 5
再は締珍し執原たパ時合会と県日
会 5まプち戦市 。スに同がな井、

名?;? の長試で富色開る原友
束で試・ 火 が 合 8雲雀催シ市好
し敗 合 好 ぶ始に時百市さニで親
、れとプ た球先間単チれア今善

魚まなレ が式立のプミ!ま野田都

津しり I ~fごてよ~ZLぷー
うたまが 長沼部iEE三司、..， "V'~ . L"-";' 
ω 。し続 .-
帰 ? た出
路今が
に度、和

着は 残気
き魚今:あ
ま 津 ない
いでがあ
弓:らい

」 缶の



今
年
の

「
ふ
じ
」
は
お
い
し
い
よ
!

加
積
リ
ン
ゴ
の
主
力
品
種
「
ふ
じ
」
収
穫
開
始

日
月

9
日
、
吉
島
の
富
居
義
和
さ
ん
の
リ
ン
ゴ

園
で
、
加
積
リ
ン
ゴ
の
主
力
品
種
「
ふ
じ
」
の
収

穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
台
風
に
よ
っ
て
壊
滅
的
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
も
な
く
、

富
居
さ
ん
に
よ
る
と
「
今
年
の

リ
ン
ゴ
は
、

夏
に

適
度
な
雨
が
降
っ
た
お
か
げ
で
玉
も
大
き
く
、
秋

の
天
候
も
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
甘
さ
や
色
づ
き
も

良
好
で
す
」
と
の
こ
と
。
「
ふ
じ
」
の
収
穫
は
ロ
月

別
日
ご
ろ
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

甘
く
て
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
の
王
様

「
ふ
じ
」。

旬

の
味
覚
を
み
な
さ
ん
は
も
う
口
に
さ
れ
ま
し
た
か
?

ひ
と
つ
の
こ
と
を
続
け
る
大
切
さ

片
貝
小
学
校
で
ピ
ア
ノ
演
奏
会

日
月
日
日
、
片
貝
小
学
校
で
創
立
記
念
年
日
に

あ
わ
せ
て
、
洗
足
学
園
魚
津
短
大
出
身
の
ピ
ア
ノ

演
奏
家
、
大
野
由
加
さ
ん
を
招
い
た
演
奏
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
耳
に
も
な
じ
み
の
あ

る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
曲
「
エ
リ

l
ゼ
の
た
め
に
」
な

ど
5
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
歌
を
大
野

さ
ん
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
合
唱
す
る
シ

l
ン
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
大
野
さ
ん
は
「
や
っ
て
み
た
い
と

思
う
こ
と
を
、
投
げ
出
さ
ず
に
続
け
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
か
き
っ
と
、
大
き
く
て
締
麗
な
実
を
つ
け
る

日
が
く
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
続

け
る
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
@
由
察
富
市

日
月
ロ
日
、
魚
津
水
族
館

で
ふ
れ
あ
い
学
習
会
「
ペ
ン

ギ
ン
を
も
っ
と
よ
く
見
ょ
う
L

が
開
催
さ
れ
、
フ
ン
ボ
ル
ト

ペ
ン
ギ
ン
た
ち
の
特
徴
が
解

説
さ
れ
ま
し
た
。
学
習
会
で

は
飼
育
員
の
「
こ
の
ペ
ン
ギ

ン
は
、
日
な
た
ぼ
っ
こ
が
大

好
き
な
ん
で
す
よ
」
と
の
解

説
に
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

「
寒
い
方
が
好
き
じ
ゃ
な
い

の
仰
に
と
、
フ
ン
ボ
ル
ト
ぺ

時
ン
ギ
ン
の
意
外
な
一
面
に
驚

l
一
い
た
様
子
で
し
た
。

水
族
館
で
は
、
毎
月
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
月
初
日
、
住
吉
小
学
校
前

の
住
吉
倶
楽
部
で
、
魚
津
出
身

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

O
T
O

(オ
ト
〉
さ
ん
が
所
属
す
る
音
楽

グ
ル
ー
プ
「
サ
ヨ
コ
オ
ト
ナ
ラ
」

が
出
演
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

「
音
楽
の
旅
う
お
づ
」

と
題

会
ヤ

し
て
行
わ
れ
た
こ
の
コ
ン
サ
!

ι
?

ト
は
相
撲
甚
句
に
始
ま
り
、
住

吉
蝶
六
同
好
会
や
サ
ン
バ
チ
l
ム
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
魚

津
で
活
躍
す
る
み
な
さ
ん
が
一
同
に
会
し
、
様
々
な
音
楽
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
々
が
つ
め
か
け
、

音
楽
を
通
じ
た
、
世
代
を
超
え
た
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
(
写
真
右
端
が

O
T
O
さ
ん
)



匡
の
教
育
ロ

l
ン
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
入

学
、
在
学
時
に
必
要
な
資
金
を

融
資
す
る
「
国
の
教
育
ロ
1
l

ン」

の
申
込
み
を
受
付
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

高
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
ま
た
は
在
学
さ
れ
る
万
の

保
護
者
で
世
帯
の
年
間
収
入

が

一
定
の
基
準
以
内
の
方

融
資
額

学
生
一
人
に
つ
き
肌
万
円
以
内

利
率

年

l

・
5
5
%
(
固
定
)

返
済
期
間
叩
年
以
内

V
問
合
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
富
山
支
居

2
0
7
6
・
4
3
1
・
1
1
9
1

曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

Ef];這i粥遣軍詰辛苦患:ij='議

9時~17時

E予選訟閥 (予約制)

第 4火曜日13時'"'-'16時

路四~;縫

第 1・3木曜日 13時'"'-'16時

以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

223-1003 

E~~.ヨi=跨SE 第 2 金曜日 1 3時"-'16時

会場サンプラザ 3階

'問合せ先

富山地方法務局窓22-0461

腕藷廷闘 9時'"'-'16時

市教育センタ-H23-1717 

製
造
事
業
所
の
皆
様
ヘ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

E三a盆謹準語II盛

分

明

広
υ

-

J

f

1

5

1

1

 

∞

時

U

一
ω

4
1

7
1

4

1

+
コU
4

1

一

1

一

l

3

~

3

9
室

3

2

凸

2
E
目
先

2

8
v
a
則
細

目

8

円
ペ
U

圃
E
E
E闘

牛
糸
1

課

時

課

閉山開
業

計

祉

8
光
型
耐
職

明

福

l
E
観
閉
脳
者

斤

ム玄
関
削

工
馴
嗣
齢
M
U

社
開
幽
商
開
凶
年

刊

市
閉山田
市
問
刷
高

伺

平
成
口
年
工
業
統
計
調
査
を
ロ
月
白
日
現
在
で

実
施
し
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
今

月
か
ら

1
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
o

v問
合
せ
先
総
務
課
行
政
防
災
係
(
市
役
所

2
階
)
岱
幻
・

1
0
1
9

架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
等
が
届
い
た
ら
:
・

最
近
、
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
、
対
応

'dg

に
困
っ
て
い
る
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
o

雫ぷ一

身
に
覚
え
の
な
い
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
ら
相
手
方
レ

?
jふい十

に
決
し
て
電
話
を
せ
ず
、
無
視
し
て
く
だ
さ
い

oa
τ
v
p

ま
た
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
等
で
高
額
な
フ
ト
ン
や
ジ
ュ

l
タ
ン

な
ど
の
購
入
契
約
を
う
っ
か
り
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
冷
静
に
な
っ
て

高
額
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
も
の
の
対
応
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
そ
の
日
を
含
め
て

8
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
一
方
的
に
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
安

な
こ
と
や
疑
問
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
市
民
課
市
民
係
(
市
役
所
1
階
)
岱
幻
・

1
0
0
3 E 

院議語長IiA車部持者署

8時30分'"'-'17時

障害者交流センタ-

823-5260 開23-5261 

B言語誌記事 毎月第 2水曜日

13時'"'-'16時30分

会場魚津地域住宅相談所

(中央通りイヘントホール)H22-5078

E踊~;鴻 9 時'"'-'17時

健康センタ- H24-3999 

9時'"'-'17時

H24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センタ-

(西部)H24-8484

(東部)H22-7808

mMi::縫 9時'"'-'16時

新川厚生センター魚津支所

824-0359 

胸nm~~辺住閥 9時'"'-'17時

交通センタ-H22-1747

民防i1臨時言U~:~縄

子育て支援センター

留置5íD霊~;盟

精
神
障
害
者
交
流
会
「
第
4
回
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
」

皆
さ
ん
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!

日
時
ロ
月
お
日
(
金
・
祝
日
)
午
前
日
時

i
午
後

3
時

会
場
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
ト
新
川
(
魚
津
市
立
石

2
0
5
の
2
)

内
容
各
種
屋
台
、
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

V
問
合
せ
先
サ
ポ
ー
ト
新
川
包
お
・

0
0
0
9

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

女
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ヘ
!

日
月
白
日
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

i

年
金
請
求
に
関
す
る
年
金
相
談

‘

.
E4
4
1

8
0
5
7
0
・0
5
・1
1
6
5

一
一什4
思

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
年
金
相
談

4
，
司
¥

バ

2
0
5
7
0
・
0

7
・
1
1
6
5

受
付
時
間
は
午
前

8
時
別
分
j
午
後

5
時
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

※
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

※
電
話
機
の
設
定
や

P
H
S
な
ど
の
電
話
機
に
よ
っ
て
は
ご
利
用
に
な

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。



口
月
市
議
会
定
例
会
日
程

5
日
明
定
例
会
開
会

ロ
日
明
代
表
・
一
般
質
問

日
日
制
一
般
質
問

M
日
働
民
生
消
防
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

旬
日
制
総
務
文
教
委
員
会

叩
日
明
討
論
・
採
決

市
議
会
本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ

5
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
し

て
い
ま
す
。

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は

1
月

に
録
画
再
放
送
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
番
組
ガ
イ
ド
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

12月26日までに納めてください

固定資産税 (第 3期)

国民健康保険税 (第 6期)

介護保険料 (第 4期)

下水道受益者負(分)担金(第 3期)

!ご寄付おりがとうございましたI

宮
幻
・

1
0
0
4

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

ロ
月
刊
日
制
j

m
日
制

ー
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

雪
の
ふ
る
里

北
陸
路

i

。
重
点
目
標

・
高
齢
者
・
若
者
の
交
通
事
故
防
止

.
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
と

こ
ま
め
な
切
り
か
え
の
励
行

・
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

飲
酒
運
転
は

絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

。
期
間
中
の
特
別
デ
!

日
日
附
高
齢
者
へ
の
呼
び
か
け
の
日

目
日
樹
飲
酒
・
暴
走
運
転
追
放
の
日

日
日
間

早

め

ラ

イ

ト
点
灯
呼
び
か
け
の
日

大
交
通
安
全
標
識
の
破
損
等
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
連
絡
・
問
合
せ
先

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係
(
市
役
所

1
階
)

(敬称略)

200，000円

100，000円

200，000円

100，000円

100，000円

8，300円

惨善意銀行ヘ

件)笠木よしゑ 本江元町

駒 田贋勝 住吉

(故)藤本外蔵 上口

(故)猟場ヤヨイ 諏訪町

(故)高円孝 真成寺町

上口保育園職員一同

惨社会福祉基金ヘ

件)四家井昭 大光寺 50，000円

(故)中島琴 三ケ 50，000円

宮嶋貞美 友道 100，000円

件)能島よしゑ 金浦町 100，000円

例石崎政俊 石垣新 100，000円

川島清 相木 100，000円

炉供)ノースランド創業30蔚年記念事業として

安心・安全なまちづくり事業ヘ

(株)ノースランド代表取締役

津田辰勇

10，000，000 
円

特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
申
請
に
つ
い
て

重
度
の
障
害
が
重
複
し
、
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
障
害
者
に
次

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
り
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
給
開
始
後
は
、
継
続
し
て
支
給
で
き
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
毎

年

8
月
に
前
年
中
の
所
得
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

特

別

障

害

者

手

当

コ

初
歳
以
上
の
在
宅
(
施
設
入
所
や

3
か
月
以
上
¥
叫
到
伶
ザ

継

続

入

院

し

て

い

な

い

)

の

障

害

者

符

数

L

回
附
哩
月
額
2
万
6
5
2
0
円

ぺ

引

得

(

障
害
児
福
祉
手
当

加
歳
未
満
の
在
宅
(
施
設
入
所
を
し
て
い
な
い
)
の
障
害
者

回
附
哩
月
額
1
万
4
4
3
0
円

V
受
給
申
請
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係
(
市
役
所

1
階
)

|入 居者募集l
天王・上野方の特定公共賃貸住宅の

入居者を募集しています。 そj 倍強~.ÆI

申込期間 12/1 (木)~ 27(火) 洗面~olr

※入居条件や選考方法など詳しくは

下記まであ、問合せください。

炉問合せ先 都市計画課建築住宅係

(市役所 3階)ft23-1031 

!不用晶変換l
宮
お
・

1
0
0
5

ゆずります・大人用 3輪自転車

・ポータブルトイレ(未使用)

もとめます・家庭用編機

・男の子向け子ども用自転車 (14インチ)

※掲載期間は申込み日から 3か月間です

惨申込み・問合せ先

市民課市民係(市役所 1階)ft23-1003 



市
立
幼
稚
園
で

3
歳
児
保
育
を
始
め
ま
す

平
成
同
年

4
月
か
ら
大
町
幼

稚
園

・
経
団
幼
稚
園
で

3
歳
児

保
育
を
始
め
ま
す
。

入
園
児
受
付
は
各
園
で
行
な

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
園

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

口
月
9
日
悩
ま
で

各
国
午
前

8
時
初
分
(
)

午
後

5
時

対
象
児

3
歳
児

平
成
凶
年

4
月
2
日

i

平
成
日
年
4
月
1
日
生
ま
れ

定
員

各
国
別
名

※

4
歳
児
・

5
歳
児
に
つ
い
て

も
あ
わ
せ
て
入
園
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

V
受
付
・
問
合
せ
先

市
立
大
町
幼
稚
園

8
n
・
9
1
7
4

市
立
経
団
幼
稚
園

宮

山
ω
・
9
1
7
3

匡
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら
申
請
手
続
き
を
!

同
じ
月
内
の
医
療
費
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
限
度
額
を
超
え
た
分

が
申
請
に
よ
り
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
適
用
医
療
費
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

食
事
代
や
室
料
差
額
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

-
河
歳
未
満

(
3
割
負
担
)
の
方

限度額

35，400円

72，300円

医療費が 241，000円を超えた場合は

その超えた分の 1%を加算

139，800円

医療費が 466，000円を超えた場合は

その超えた分の 1%を加算

住民税

非課税世帯

般

上位所得者

※上位所得者

基礎控除後の総所得金額が 670万円を越える世帯

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同

じ
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自

己
負
担
額
が
、
上
の
表
の
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の

超
え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
世
帯
内
で
、

2
万
1
0
0
0
円
以
上
の
自

己
負
担
額
を

2
回
以
上
支
払
っ

た
場
合
、
そ
れ
ら
を
合
算
し

て
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
叩
歳
以
上
の
方
は
自
己
負
担
限
度
額
が
異
な
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
医
療
機
関
の
領
収
書
、

通
帳
等
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
保

・
老
人
医
療
係

(
市
役
所
1
階

3
番
窓
口
)
岱
お
・

1
0
1
1

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!

ご
家
庭
の
水
道
の
蛇
口
を
す
べ
て

閉
め
て
も
、
こ
の
銀
色
の
回
転
盤
が

少
し
で
も
回
っ
て
い
た
ら
、
漏
水
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

指
定
工
事
庖
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V 検同こま 。 。 貴 てら ⑤ をり裂
水 間 針 期 と す水 積 てかメ 水 すやじ く ゆ タ 蛇 しのす冬
道 合 で の が が道 雪 くテ |道 の蛇か だつオ 口 ま強る期
局 せ 精使あ、 メ 期 だ l タ 管 で口に さくル が しいこ間
竿 先 算 用 り 冬 lの さ プ |が ごが熱 いりか 凍 よ所とは
22 し量ま期タ メ し:をボ 破 注 破 湯 。と雑 つ えはが
前 まをす間 1 I 0 巻 ッ 裂 意裂を お巾 て u 、あ水
第 て参 。はは タ きク し くすか 湯を 出 保り道
三 〉考そ積 2 I つス た たるけ を か な 温ま管
洋 にの雪か 検 けの と さこる かぶ い 材すや
益 料場の月 針 て中き l¥ とと けせ と を 。蛇

金合たご 応の v が、 てて き 取水日
空 算はめさ 告パ あ 水 溶、 り道が

定、検い 処ノレ り道 か上 付管凍
1 し前針検 置ブ ま 管 しか けがつ

、回 で針 をを ーーーー一一』ーーー-一i 自25与 k締・・... 唱 な宮水
一…日し め ・・・・・・・・・・，_~シ どしがま の主いい 指、 、て出

た / ~ 定破 ・・・・・・‘.....'¥ 水いな
::. (~ I?i 工裂 ・・・w・・.........も 道るくお ¥て旦プ/ 事 し 掴r:--iL管箇な

v (知'>~(ω 庖 た .fl 吉田・・岡・置 に所つ
1 丸町 潔〆 へ部 If .. _. 司田町R曙もやた

( 1 連分 ~惜 ヒゴブ当 冬風り
¥ ) 絡 に Z モ A 圃 園田支当
'-ー/ し布 払白i-A.司圃圃・度た破



こんなときにいち早くお知らせします

。地震・火事など災害発生時

。暴風・波浪など警報発令時

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

印
月
お
目
、
第

2
回
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
来
年
か
ら
の
第
三
期
計
画
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
の
状
況

・
魚
津
市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
・
在
宅
サ
ー

ビ
ス
と
も
全
国
平
均
よ
り
も
非
常
に
高
く
、
そ
の
た
め
、
介
護
保
険
料
が
高
い
。

・
市
内
の
介
護
施
設
定
員
は
、
既
に
国
の
基
準
を
大
き
く
超
え
て
い
る
の
で
、
今
後

は
大
規
模
な
介
護
保
険
施
設
は
必
要
な
い
。

・
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
介
護
予
防
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
。

委
員
会
で
は
、
来
年
改
定
に
な
る
第
3
期
介
護
保
険
料
の
算
定
方
法
や
介
護
予
防

事
業
に
対
す
る
市
の
考
え
方
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
は
、
国
の

基
準
が
示
さ
れ
て
か
ら
再
度
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係
(
市
役
所

1
階
)
岱
お
・

1
1
4
8

-・E蓮司語薄暗mJlMtt司E扇語司圃圃

市役所や消防署から発信される緊急情報

が、受信と同時に画面表示されます。

コミュ二ティーチャンネル (4c h・5c h)でも

緊急情報をテロップで同時配信します。

平常時は地域の情報を

・お天気情報・ニュース・お悔やみ

・イベントガイド・選挙速報など

②
手
や
、

J
2パ
も

手
工
w
f
h
リ
で
ち
ゅ
一
}

N I C E TVの新サービス
24時間電話受付開始!

623-0400 
各種申込み・お問合せ・トラブル

取材依頼などいつでもどうぞ|

( ) 魚
津
市
中
小
企
業
等
活
性
化
支
援
事
業
の
ご
案
内

経
営
者
・
新
規
創
業
者
の
方
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
労
働
係
(
市
役
所
3
階
)

岱
お
・

1
0
2
5

助成対象事業 交付用件 対象経費 助成金額(限度額)

魚津中小企業相談所の指
製造・建設業 30万円

新規創業奨励助成事業 導を受けて新規創業する

こと。
その他事業 15万円

中小企業経営革新支援法

経営革新助成事業 に基づく 「経営革新計画」 20万円

の承認を受けていること。

市内中小企業が弁理士に
助成対象経費の4分の1

特許等取得助成事業 依頼し、産業財産権を取 弁理士費用
(20万円)

得すること。

経営の向上を目指す意欲
アドバイザ-受入のた

経営革新等アドバイザー
のある中小企業が、(財)

めに必要な経費で、受 助成対象経費の2分の1

受入助成事業
富山県新世紀産業機構の

入中小企業が負担しな (4万円)
派遣するアドバイザーを

受け入れること。 ければならない金額

ビジネスフェア等
自社で製造・販売してい

社員の旅費、製品の輸
る商品等を県外かつ国内

出展事業 に出展すること。
送費、会場の小間料 助成対象経費の2分の1

自社のホームページの作
(15万円)

ホームページ作成事業
成を外部委託すること。

作成委託料



こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
暖
房
器
具
等
の
火
気
を
取
扱
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
石
油
ス

ト
ー
ブ
等
の
燃
料
の
入
れ
間
違
い
や
、
燃
料
タ
ン

ク
の

キ

ャ
ッ
プ
の
緩
み
の
ほ
か
、

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
は
洗
濯
物
を
乾

か
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

昼
夜
を
問
わ
ず
、
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い

物
を
放
置
し
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

消
防

で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
新
年
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
る
と
と

も
に
、
歳
末
に
お
け
る
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま

す。※
mm
日
か
ら
引
日
ま
で
の

3
日
間
、
午
後
9
時

に
市
内
の
消
防
団
か
ら
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
所

が
あ
り
ま
す
。

で
す

1
月
7
日
出

午
前

9
時

i
ロ
時

魚
津
市
消
防
庁
舎

市
役
所
周
辺

午
前
日
時
か
ら
市
役
所
周
辺

道
路
で
観
閲
式
、
分
列
行
進
と

一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、

8
時
叩
分

か
ら
消
防
自
動
車
が
市
内

一
円

で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
地
区

パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

日
時

場
所

綜

E

F

E

肱
開
附

次
の
よ
う
な
手
口
で
消
火
器
を
訪
問
販
売
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
「消
防
署
の
方
か
ら
来
た
」
な
ど
と
言
う
。

・
「住
宅
に
も
消
火
器
が
義
務
付
け
ら
れ
た
」
と
嘘
を
言
う

0

.
ま
だ
使
え
る
の
に
、

「
こ
の
消
火
器
は
も
う
使
え
な
い
」
と
買
い
替
え
を
勧
め
る
。

・
「
町
内
に
消
火
器
を
納
め
て
い
る
。
お
宅
が
最
後
」
と
せ
か
せ
る

0

・
「
消
火
剤
を
詰
め
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
嘘
を
言
い
、

詰
め
換
え
を
勧
め
る
。

「
あ
や
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
・
・
・
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
そ
の
場
で
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
。

②
預
か
り
書
な
ど
、
い
か
な
る
書
面
に
も
サ
イ
ン
や
押
印
を
し
な
い
。

③
消
防
署
に
問
合
せ
を
す
る
。

V
問
合
せ
先

消
防
署

8
M
・
0
1
1
9

大
危
険
物
取
扱
者
試
験

大
消
防
設
備
士
試
験

内
容危

険
物
の
取
扱
い
資
格
の
取
得

試
験
の
種
別

乙
種
第

4
類

・
丙
種

試
験
日

2
月

5
日
同

試
験
会
場

富
山
工
業
高
校

申
込
み
受
付
期
間

ロ
月
ロ
日
間

i
m
日
附

内
容消

防
用
設
備
の
工
事
な
ど
に

必
要
な
資
格
の
取
得

試
験
日
及
び
種
別

1
月
初
日
目

試
験
会
場

富
山
国
際
会
議
場

申
込
み
受
付
期
間

ロ
月
刊μ
日
同

i
n
日
附

ez
-

V
以
上
2
件
の
願
書
の
提
出
お
よ
び
問
合
せ
先

♂一
一ロ

干

9
3
9
・
8
2
0
1

富
山
市
花
園
町

4
の
5
の
別

委

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
富
山
県
支
部

。
ら
ゾ
入も

8
0
7
6
・
4
9
1

・
5
5
6
5

A
ω
務
兆
へ
J

※
願
書
は
魚
津
市
消
防
本
部
に
も
あ
り
ま
す
。

大
視
聴
覚
資
器
材
セ
ッ
ト

を
宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

機
材
の
内
容

ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

ビ
テ
オ
カ
メ
ラ

カ
メ
ラ
用
三
脚

プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ

l

ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
等

こ
れ
ら
の
機
材
は
消
防
署
で
行

う
各
種
講
習
会
な
ど
に
広
く
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。



t?11ll出~M~封iFI耐司J沼珂~;Jl!悶屯

人
権
週
間
及
び
人
権
啓
発
講
演
会
に
つ
い
て

E~苦母語極量居留r.週置討;司

皆さんも楽器にチャレンジしてみませんか?

初心者歓迎します。

Jぅオカリナ (45分のグループレッスン)

各クラス定員 5名

匡画 12/11(日)1回目クラス 9:00'""'-' 

2回目クラス 10:00'""'-' 

.tピアノ・サックス・マリンパ・トランベット

(30分間の個人レッスン)

匡同 12/18(日) 10:00'""'-' 

受講料 ピアノ・オカリナ (2固まで無料)

サックス・マリンパ・トランペットは

すべて無料

申込み締切 12/16倒 ※オカリナは 12/10仕)

E軍I~ri軍事!iE霊軍事事mJ

そぱ打ち実演コーナーや野点コーナ一、即

売コーナーなど盛リだくさん!

ざるそば販売は 1枚 300円(限定 500枚)

みなさんのお越しをお待ちしております。

日時 12/4 (日) 10:00'""'-' 14:00 

会場新川学びの森天神山交流館

「
0
」べ

ω
の
才

ω件
一

レ
ッ
ツ
・
チ
ャ
ッ
ト
!

国
際
交
流
員
マ

l
テ
ィ
ン
と
、

気
軽
な
雰
囲
気
で
英
会
話
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

日
時
ロ
月
日
白
川

午
後
7
時

1
8時
叩
分

会

場

市

役
所
2
階
第
l
会
議
室

V
問
合
せ
先

市

民

課

国

際

・

男

女

参

画

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

(
市
役
所
1
階
)

岱
お
・

1
0
1
7

食堂

お

知

ら

人)森
の
ゆ
め
市
民
大
学

特
別
公
開
講
座

2
0
0
6

特
別
公
開
講
座
は
、

一
般
の
方
も
受
講
可
能
で
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

森
の
ゆ
め
市
民
大
学
特
別
公
開
講
座

2
0
0
6

4
現
紫
・
福
岡
講
義
&
沖
縄
こ
こ
ろ
の
う
た
」

日
時

1
月
別
日
回
午
後
1
時
叩
分
(
)

会

場

新

川

文
化
ホ

l
ル

大
ホ

ー
ル

内
容同

川
閉

嗣
川
開

、FM

筑
紫
哲
也
学
長
・
福
岡
政
行
副
学
長
講
義

古
謝
美
佐
子
&
筑
紫
哲
也
卜

l
ク
&
ラ
イ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

一
般

3
0
0
0
円
(
ロ
月
2
日
発
売
)

ミ
ラ
ー
ジ

ュ
ホ

l
ル
・

ク
ル

l
会
員

2
5
0
0
円

※
森
の
ゆ
め
受
講
生
は
無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
新
川
文
化
ホ

l
ル
ほ
か
県
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

V
問
合
せ
先
森
の
ゆ
め
市
民
大
学
岱
汎
・

7
0
0
2

チ
ケ
ッ
ト

監盈盃重量盟盟国国~面届置量
恒例となった交流館のクリスマスコンサ-

卜j)今年は ~J\ ンドベル』演奏が加わり

ます。美しいベルの響きでクリスマスコン

サ-卜をお楽しみください。

日時 12/24は)14:00開演入場無料

会場 新川|学びの森天神山交流館桜ホール

プログラム

もろびとこぞりて、

賛美歌メドレ-

J¥ンドベル演奏のほか、マリンパ、オカリ

ナなどによるポピュラ-・アニメソング

演奏大野由加と

【おんがく広場@Senzolくuうおづ】

大お子様連れでお越しください。サンタさん

からの小さなプレゼントもあります。

きよしこの夜などの

世

炉問合せ・申込み先・会場

新川学びの森天神山交流館(木曜休館)

H31-7001 FAX31-7009 .1t/ / J ， 
竃;;

、、



公
園
の
「
里
親
」
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

こ
れ
ま
で
も
、
町
内
会
や
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
に
自
発
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
公
園
の
環
境
美
化
活
動
を
し
て
い
た

-

h

だ

い

て

い

ま

す

。

公

園

里

親

制

度

と

ボ

ラ

ン

ザ

ノ

/

「

付、U
‘、F

テ
ィ
ア
の
違
い
は
、
公
園
を
指
定
し
て
同
じ

り
制
/

J

~

公

園

で

継

続

的

に

活

動

を

続

け

て

い

た

だ

く

穴

ip

こ
と
だ
け
で
す
。

r
、、/

さ
ら
に
、
公
園
の
里
親
の
方
々
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
「
魚
津
市

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
活
動
に
必

要
な
用
具
類
の
提
供
や
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
家
族
、
学
校
、
町
内
会
、
商
居
会
、
企
業
、
各

種
団
体
な
ど
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
快
適
な

環
境
の
公
園
、
つ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

里
親
の
対
象
と
な
る
公
園
は
?

家
族
や
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
も
楽
し
く
、
負
担
が
少
な
く
活
動

で
き
て
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
「
街
区
公
園
」
を
主
な
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
や
宅
地
開
発
に
伴
っ
て
-
設
置
さ
れ
た

「
開
発
広
場
」
も
里
親
の
対
象
公
園
と
な
り
ま
す
。

里
親
の
役
割
は
?

①

清

掃

②

散

乱

ゴ
ミ
の
収
集
・
廃
棄
③
花
壇
・
草
木
の
手
入
れ

④
草
刈

・
除
草

⑤
異
常
発
見
の
通
報
及
び
情
報
提
供
な
ど
で
す
。

こ
の
中
の
ひ
と
つ
で
も
「
お
手
伝
い
で
き
る
か
な
」
と
思

っ
た
万
は
、

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

都
市
計
画
課
業
務
公
園
係

(
市
役
所

3
階
)

宮
幻
・

1
0
3
0

新
金
屋
公
園
の
花
壇
の
手
入
れ
を

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

探
し
て
い
ま
す

ビ
ー
チ
ボ
l
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
場
チ
l
ム
募
集

チ
ャ
イ
ル
ド
ビ

l
チ
ボ

l
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

日
時

1
月

m日
同

午
前
9
時
叩
分

対

象

市

内

在

住

の
小
学

3
1
6
年
生

(
3
・
4
年
生
の
部
、

5
・
6
年
生
の
部
)

チ
ー
ム
構
成

1
チ
l
ム
6
名
程
度
(
男
女
混
合
可
)

申

込

み

締

切

ロ

月

μ
日

出

一

一

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
ビ

l
チ
ボ

l
ル
協
会

8μ
・
6
4
1
1
(佐
伯
)

※
協
会
加
盟
チ

l
ム
に
よ
る
練
習
会
を

各
チ

l
ム
、
小
学
校
ご
と
に
開
催
し
ま
す

う
お
づ
総
体
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

教室名 開催日時 対象・定員

チャレンシ 1月"'2月の毎週木曜
どなたでも OK

ザ・二ユースポーツ 19:30"'20:30 
定員 :20名

(後期) • 1/5 (木)開始
ストレッチ 1月"'3月の毎週土曜

どなたでも OK
& 19:00"'20:30 

定員 20名
ウォーキンク • 1/14 (土)開始

1月"'2月の毎週日曜
小学生の男女

柔道 10:00'" 11 :00 
定員:1 0名• 1 /15 (日)開始

1月"'3月の毎週水曜 小学生以上
インラインスケート 19:00"'20:30 定員:30名

• 1 /18 (水)開始

いずれの教室も

会場 総 合 体 育館

持ち物 内履き・タオル等

参加費 うおづ総体スポーツクラブに

加入している方は無料。

入会がまだの方はお問合せください。

惨申し込み・間合せ先 魚津市総合体育館 H22-1263 

雇
用
促
進
住
宅

入
居
者
募
集

雇
用
促
進
住
宅
と
は
、
就
職
、

転
勤
な
ど
に
よ
り
住
居
を
移
動

す
る
万
や
勤
労
者
で
住
宅
を
探

し
て
い
る
万
等
の
た
め
に
全
国

各
地
に
設
置
さ
れ
た
住
宅
で
、

市
内
に
は
大
海
寺
野
、
仏
田
、

三
田
、
木
下
新
の

4
か
所
が
あ

り
ま
す
。

平
成
日
年
よ
り
収
入
要
件
な

ど
の
入
居
条
件
が
緩
和
さ
れ
て

お
り
、
よ
り
多
く
の
人
が
利
用

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
居
に
は
収
入
要
件
等
が
あ

り
ま
す
。
入
居
希
望
の
方
は
左

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

制
雇
用
振
興
協
会
北
陸
支
所

2
0
7
6
・
2
2
4
・
7
1
9
6



E~~切亙蓮田図書提語義信回Z量

郷土の自然と祭の名場面が集合|

期間 12/ 25 (日)まで開催中

会場魚津埋没林博物館展示通路

※入館料が必要です

EB昼~~æ事諸経由E語~~t:重通

12/1 (木)~ 3/17 (到の間マリ ンゲート (海

側出入口)を閉鎖します。

※期間中の日曜日、祝日、及び1/ 3 (刈は

特別開門しますのでご利用 ください。

録溶玖酸白入摂何[i]刊的~
8 

ぐ

初
回
元
旦
記
念

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

日

時新
年
1
月
1
日
同

午
前
日
時
ス
タ
ー
ト

受

付

午
前

9
時
よ
り

コ
l
ス

総
合
体
育
館

i
魚
津
神
社
を

折
り
返
し
、
約

6
キ
ロ

を

1

時
間
程
度
で
走
り
ま
す
。

※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先

魚
津
市
総
合
体
育
館

8
n
・
1
2
6
3

特別展示「エチゼンクラゲ 20 0 5 J 
一昨年に引き続き、今年も工チゼンクラゲ

が大発生し、魚津の沿岸にた くさん押し寄

せています。そこで、工チゼンクラゲの特

徴や今年の出現の様子を紹介するコーナー

を開設しました。

期間 2/26 (日)まで

会場水族館 3階特別展示室

園Z翠宙望ヨ
EfJ~j窃清三事i草子LUSi竃亙詣垣島亙ヨ~ï居酒E

工チゼlンク ラゲの生態や特徴を他のクラゲ

と比較しながら紹介 します。

日時 12/4旧)

①10 : 3 0"-' ②13:30~ ③ 15: 1 O~ 

会場 水族館 3階特別展示室

参加費無料 (水族館入館料が必要)

E厳選iiJ~乞悶国iSヨ

年末恒例の魚津水族館最大の水槽 ・海洋水

槽の大掃除を行います。

日時 12/28 (:水) 10:30~ 

5 

一冗日一

総
合
体
育
館
を
開
館
し
ま
す

午
前
叩
時

i
正
午
ま
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
!

平
成
時
年
賀
詞
交
歓
会

日
時

1
月
3
日
伏

午
前
日
時

会
場

東
京
第
一
ホ
テ
ル
魚
津

会
費

3
0
0
0
円

V
問
合
せ
先

企
画
政
策
課
秘
書
係

(
市
役
所
2
階
)

岱
幻

・
1
0
1
6

E諸国王~~;ill'm吉司&'::~Æ'_主r.=E膏豆沼

栄える貝のサザエにあやかり、サザ工の種

類や生態、サザ工に関わる文化をご紹介。

期間 1/2 (月)~2/5 (月)

会場水族館 3階特別展示室

*水族館・埋没林博物館は12/1(木)~3/ 13 (月)

の問、毎週月曜日 と祝祭日の翌日に休館し

ます。(※ 12/29 (木:)~ 1 / 1 (日)も休館します)

大12/24(士)および 1/2(月)・ 3(火)は

特別開館します。

Eg~~~4i詰~I志位臼E詰~~IC:軍司

2
0
0
6
年
の
成
人
式
は
、

1
月
8
日
明
に
行
い
ま
す

ロ
月
中
旬
に
新
成
人
の
皆
さ

ん
へ
招
待
状
を
送
り
ま
す
の
で
、

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

開
催
日
時

1
月
8
日
同
午
前
日
時
よ
り

会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル

V
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

(市
役
所
第
一
分
庁
舎
)

岱
幻
・

1
0
4
5

訪1訪客辞こる需品.
平日・土曜 9:00~2 1 :00 

日曜・祝日 9:00~ 17:00 

開館日でランニングコースの利用できない日

12/3(土)・4(日)・10(土) ・ 18 (日) ・ 23 (金)~ 26 (月)

※10 (土)・24仕)・26(月)は夜間の利用が可能

※12/27 (火)~ 1 /4 (水)は休館します

開館時間



9:30'"'-' 

11 :30 

9:30'"'-' 

11 :30 

間

魚津市インフル工ンザ予防接種実施可能医療機関
青山内科河内内 科医院平野クリ ニック

あリそクリニック 加納耳鼻盟喉科医院 深川病院

いなぱ小児科医院 吉島内科クリニック 船崎内科小児科医院

浦田クリニック 沢口青陽科クリニック 桝崎クリ ニック

うらた病院 鈴木産婦人科医院 みのう医科歯科クリニック 1

;工幡医院富山労災病院宮本内科小児科星探 4

扇 谷 医院新川病院 山岸産婦人科医院

大崎医院羽田内科医院 長瓦 》

大崎クリ ニック ピーチクリニック 、qυJJ

片貝診療所平井 整形外科 _____l立土__j__

。結核検診の結果について

10/27までに受診された方で、

個別に通知が届かなかった方

は、特に異常な所見は認められ

ませんでした。

会場健康センタ-

※初めて参加される方は

事前にお申込みください。

内容 実 施 日 時

機能訓練 |個別 6日(火)

13日(火)

20日(火)

8日(木)

22日(木)

6日(火)

13日(火)

20日(火)

(要予約)

者』

ど

る

会

r
L
r
T
i
i」己

活

会

な
な
会

一弓

j
u
f
/
】

き

だ

れ
に
由
子
々
、，
〉
弓
コ

活

言

忘

気
列

一

〆
八

」
E
3

の
相

物
"
か
か

一

「

i
L
E

脳

大

V
問
合
せ
先

・
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

2μ

・
3
9
9
9

・
健
康
セ
ン
タ
ー
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
の
び
の
び
」

8
M什
・

0
4
1
5

EZEjj昨週

集団

四
月
1
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
l
」
で
す

。z
作AE 
護雇主
予仇き
防 Fる

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(市
役
所
l
階
)

8
m
・
1
0
0
7

『
エ
イ
ズ
』
・

あ
な
た
は
「
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

新
川
厚
生
セ
ン
タ

ー
で

は

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
お
よ
び

H
I
V
(
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
)
抗
体
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
・
検
査
は
匿
名
・
原
則
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
る
に
は
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
機
会
か
ら
、

3

か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

検
査
は
血
液
検
査
で
行
い
ま
す
。
検
査
当
日
の
受
付
時
間
内

(午
前
9
時

1
1時
)
に
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

同
園
凹

新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー
魚
津
支
所
火
曜
日
岱

μ
・
0
3
5
9

新

川

厚

生

セ

ン

タ

ー

月

曜

日

岱

臼

・

2
6
4
7

※
他
に
も
県
内
厚
生
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
の
他
に
も
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
の
相
談
・
検
査

も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
若
い
世
代
の
性
感
染
症
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
感
染
や
発
病
に
気
づ
い
て
な

い
場
合
が
多
く
、
放
っ
て
お
く
と
様
々
な
病
気
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
検
査
を
受
け
る
に
は
、
感
染
の
疑
わ
れ
る
機
会
か

ら
、

1
か
月
以
上
経
過
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
検
査

日
等
は

エ
イ
ズ
検
査
と
同
じ
で
す
。

E7JIIJ:/ij~ Pñfl 彊理軍
|以下に該当する方はインフル工ンザ予防接種を通常より

|低負担額で受けることができます。 (12/2壮 )まで)

|対象者魚津市内に住所を有する人で

;①65歳以上の人

②60歳以上 65歳未満の人で1心臓・腎臓又は呼吸器の機能で、

日常生活に極度の障害を有する人、免疫不全の人

※②に該当する場合、身体障害者手帳の提示が必要です

接種回数 1回料金個人負担 1，200円

※接種時に直接医療機関でお支払いください。

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
と
い
う
よ
う
に
、

こ
の
頃
は
暗
く
な
る
の
が
は
や
く
な
り
、
自
動

車
の
運
転
手
か
ら
は
歩
行
者
が
確
認
し
に
く
く
、

事
故
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
た
め
に
、
外
出
の
時
に
は
、

明
る
い
服
を
着
た
り
、
反
射
材
の
つ
い
た
靴
や

バ
ッ
グ
を
身
に
着
け
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
滑
り
に
く
く
歩
き
や
す
い
靴
を
選
ぶ
な

ど
し
て
、
転
ば
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
!

骨
折
は
寝
た
き
り
の
原

J

，て

も

す

「対

と
坊

因

と

な

り

ま

す

。

交

通

事

厨

しトこ予

必
4
P
い
護

故

や

転

倒

に

は

十

分

注

意

償

交
な
介

」
と
プ
し
な

し
ま
し
ょ
う
。

刈

ガ
派

ケ
立



きコず
E翠9

宇二言宇;詰
予防接種者は予診票)

タンセ
、
-康

帳
一健

宇
一場

母
一会

一
要

一

一
必
」盤国盛圏掛

受付時間実施日

日

降

初

任

以

止

子

イ

子

叶

n

U

F

h

U

 

4

1

ハ
U

司
4

4

|

第

は

第

刊

は

側同】。。児，

対象者等

月か4 ;商

円相

合

4 か月児健診

健股関節脱臼検診

康

言全

査

内

みのり

美紀ちゃん
なかまっ

中松 13日(火)113:00'"'-'13:301歳 6か月児健診 |平成16年5月生まれの児

21日(水:)113:00'"'-'13:30診 |平成14年 6月生まれの児健児歳3 

16日(金)
教マタニティセミナー

i妊 婦 と そ の 家 族
室 Bコース 出産・育児編

1~ 日の育 I見ザロシ I
9:15'"'-' 9:30 

乳幼児とその家族

のびのび広場| 実施日 2日(創 ・7日(水)

9日(甜 ・14日(*)・16日(割

対 象:未就霞児とその家族

受付時間:9:00""'9:45 (参加自由)

※お閉会せは各冨ヘ
9:30'"'-'11:00 

広 |乳幼児とその家族
あいあい広場|

場 |実施日月曜~金曜

(魚津愛育圏内)I※7日附・ 9日倒・ 21日休)
27日(火)'"'-'1月5日(木)は休み

9:30'"'-'11:00 

9:30'"'-'11:00 ん広場|生後6か月までの乱児とその家族 I21日(水)赤ち

経田幼稚園

大町幼稚寝

住吉保育園・経団幼稚園

青島保育盤・西布施保育園

松倉保育園

道下保育富

由

場..6. 
' M  実施日

3日(土)

8自体)

13日(刈

14日(水)

15日(ボ

20日(火) や

20日(火)生後 2~6か月未満の児G C B 

9日(金)113:00'"'-'14:00

12日(月)

15日(木)

生後 6~gOか月未満の児..6. 
Eコ

:8 
Itじ種

予
防
接
種

教

z 

~ら。
2ヨ

お
酒
と
上
手
に
つ
き
合
い
ま
し

よ-つ

富

山

労

災

病

院

内

科

部

長

竹

森

康

弘

医

師

こ
れ
か
ら
は
忘
年
会
、
新
年
会
と
何
か

と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る
シ

l
ズ

ン
に
な
り
ま
す
。
昔
か
ら
「
酒
は
百
薬
の

‘

長
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
適
量
の
お
酒

白

に
は
ス
ト
レ
ス
解
消
、
食
欲
増
進
や
寝
つ

d

き
を
よ
く
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す

oH
J
了日
ザ

し
か
し
一
方
、
飲
み
す
ぎ
る
と
二
日
酔
い
は
も
と
よ
り
、
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
や
急
激
な
肝
細
胞
破
壊
に
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

炎
と
い
う
病
気
も
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
酒
の
上
手
な
飲
み
方
と
し
て
、

①
日
本
酒
な
ら

1
日

2
合
ま
で
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
び
ん

2
本
ま
で
、

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル

2
杯
ま
で
、
ワ
イ
ン
な
ら
グ
ラ
ス

4

杯
ま
で
に
す
る
。
ま
た
、
で
き
れ
ば
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
に
飲
ま
な
い
。

②
週
に

2
日
の
休
肝
日
を
と
る
。

③
急
激
に
飲
ま
な
い
。
お
つ

ま
み
を
と
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
飲
む
、

と
い
っ
た
こ
と
が
大
切
で
す
。

つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て

二
日
酔
い
に
な
っ
た
方
に
は
、
水
分
、

糖
分
そ
し
て
ア
ル
カ
リ
性
の
も
の
を
補
う
こ
と
が
重
要
で
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
は
お
す
す
め
で
す
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
楽
し
く
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

E

g

ル
島
E
E
b

一ア

l
マ

「
ア
ル
コ
ー
ル
と
医
療
」

講

師

鯵
坂
秀
之
外
科
副
部
長

日

時

ロ

月

初

日

附

午

後

6
時
叩
分

1
7時
初
分

午
後

6
時
か
ら
開
演
時
間
ま
で
看
護
師
等
に
よ
る
健
康
相
談
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先
・
会
場

富
山
労
災
病
院

8
n
・
1
2
8
0

み
ん
な
@
保
健
富

，t 



y 
「話題の一冊 : ~ 

Z語fiì~蓮司苗E

火曜~金曜 9:00rv21:00

土曜・日曜 9:00rv17:00 

臨調
12/5(月)・12(月)・19(月)

22同・ 23倒・ 26(月)

29T村rv1/3(:k) 

z~1fJ層Z三妻重量圃E鹿野E謂

「おはなしを楽しむ会」の

みなさんに絵本を読んで

もらいます。

12/3出・ 10出・ 17出・ 24出

各10:30より開始

三
番
手
の
男童

門
冬

著

土
佐
藩
主
山
内

一
豊
と
妻
千
代
の
生
き

方
を
描
い
た
歴
史
小
説
で
す
。
正
直
で
真

面
目
な
一
豊
は
、
自
ら
の
分
限
を
わ
き
ま

え
、
堅
実
な
三
番
手
に
徹
す
る
こ
と
を
旨

と
し
て
生
き
ま
す
。
賢
妻
千
代
は
、
そ
の

夫
を
深
く
理
解
し
、
献
身
的
に
支
え
続
け

ま
す
。
競
争
社
会
の
戦
乱
の
世
を
力
強
く

生
き
抜
い
た
二
人
。
例
え
三
番
手
で
も
目

前
の
目
標
に
向
か
い
全
力
を
尽
く
す
姿
か

ら
は
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
多
い
は
ず
で
す
。

EE璽t重量週百厩掴司ii玄Z

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の
一
冊

j
新
刊
図
書
か
ら
の
ご
案
内
j

国
幽

止口
'臼

チ

ャ

ー
ル
ズ

R
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス

デ
フ
レ
か
ら
復
活
へ

伊
藤
隆
敏

ぼ
く
は
体
育
の
家
庭
教
師

水
口
高
志

フ
1
コ
!
の
振
り
子

ア
ミ

l
ル
・

D
・
ア
ク
ゼ
ル

ヒ
ト
は
お
か
し
な
肉
食
動
物

高
橋
迫
雄

私
の
シ

i
フ
l
ド
・
レ
シ
ピ

栗
原
は
る
み

回
開
問

此
処
彼
処

川
上
弘
美

ア
ン
ボ
ス
・
ム
ン
ド
ス桐

野
夏
生

H
O
K
K
A
I

高
樹
の
ぶ
子

新
リ
ア
王
(
上

・
下

)

高

村

薫

玉

城

の

忍

者

南

原

幹

雄

フ

ェ

テ

ィ

ッ

シ

ュ

西

津

保

彦

恋
せ
ど
も
、
愛
せ
ど
も

唯
川
恵

女
教
皇

ヨ
ハ
ン
ナ
(
上

・
下
)

ド
ナ
・

W
・
ク
ロ
ス

入場無料

12/11 (日)14:00rv 

「トレー二 ングデイ」

主演 :デ jfJv・ワシントン

12/25 (日)14:00rv 

「アル-7・オr・うイ7J

主演:うッセル・ク日ウ

EZ量盟重量重重蓋霊霊ヨ

12/25 (日)

10:30~ 

お話やゲーム。

何があるかはお楽しみ"'

国
会
議
事
堂
大
図
鑑P

H
P
研
究
所

C
S
ル
イ
ス
物
語

エ
レ
!
ヌ
・
マ
リ
l
・
ス
ト
ー
ン

ラ
ブ
ち
ゃ
ん
と
ボ
タ
ン
タ
ン

角
野
栄
子

ハ
チ
ミ
ツ
ド

ロ
ッ
プ
ス草

野
た
き

グ
ッ
バ
イ
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ

l
ス

シ
ン
シ
ア

・
D
・
グ
ラ
ン
ド

へ
ん
し
ん
マ
ラ
ソ
ン

あ
き
や
ま
た
だ
し

置窪田EE彊置Eヨ

勢
E謹E幽星匝亘書

でて

開

館

時

間

午

前

9
時
半
か
ら
午
後
6
時

休

館

日

日

曜

・

祝

日

824-2402 

1日(木)
15:30 

マクーネットカレンダーづくり
2日(金) 毎年使えてとっても便利なカレンダ-
3日出 14・00参加費100円・缶のふた 1つ持参

10日出 14:00 
絵手紙教室 ※会場大町公民館

絵手紙の書き方を教えてもらおう

22日(木)14:00 
ハッピー大クリスマスパーティー 参加費100円

みんなでケーキづくりやゲームをして楽しもう

大町こぱと823-5133 

ちょうせん!わら細工~しめ飾りをつくろう~
10日国 14:00 手作りのしめ飾リでお正月を迎えよう

参加費100円・親子で定員15組

17日(土)10・30
もちつき大会

っきたてのおもちを食べよう

22日(木)14:00 
クリスマス会 定員40名参加費100円

みんなで考えた楽しいクリスマス会だよ

本江つぱめ

E誼=tr'=lwnttJ
ジ長 J かもめ

5日(月)15:00 
メリ一大デコレクッキー

クリスマスらしいクッキーを作るよ

19日(月)
15:30 

わんダフルカレンダー 2006

20日(火) 来年の干支にちなんだ力レンダーを作ろう

22日(木)14:00 
わくわくクリスマス!定員40名参加費100円

かもめでクリスマスを楽しもう!

823-1777 経団ピ場 ひばり 六郎丸 823-0500

8日1~木) | 15301 ぞうきん作りに挑戦!
9日l闘 11v.¥Jvl 
10日i出114:001タオルを 1枚持ってきてね

1， "IA A AJ年越しそばを作ろう 定期陥参加費W~円
17日|出110:001

l¥-I-Jjl v.VVj今年の年越しは手作りそばで迎えよう

クリスマス会 韻l~名参加費1~~円
22日1(ボ114:001

みんなで楽しいクリスマス会にしよう

Em固童謡週



フおコ桔報カしシター
f2005イルミラージユ UOZUJ点灯式 i17同 魚津青空市(フリーマーケット)
17:00'"'--' JR魚津駅前 (惨 p19) ~ 11 1'...10-11 9:00'"'--' 14:00 市役所前公冨

181(日)第1@1新川クリスマスの集い エンジョイクリスマス
I'.....'j 13:30'"'--' 新川文化ホ-)レ(入場無料)

(寸

今月のしPガス保安点検調査地域 上口・新角川

炉問合せ先 富山県 LPガス保安センタ-

新川地区支所 1i24-5340 

樹

新川糖尿病フォーラム

糖尿病のある生活をどう生きるか

13:30'"'--' 新川文化ホール ※入場無料

責特別講演『笑いと健康上三遊亭良楽氏

(14:50より開催)

炉問合せ先 糖尿病フォーラム事務局

(黒部市民病院内) 1i54-2211 

12月の歩こう会 9:00魚津市役所集合

(日)1 迂回して道下公民館まで歩き親睦会を行います

炉問合せ先 魚津歩こう会 H24-3123(盛永)

12月市議会定例会開会
(月H

10:00'"'--' 市役所議場 (惨 P13) 

の

第25田高齢者いきいきダンスパーティー
側|

13:00'"'--' 農村環境改善センタ-

9 
10 

11闘 魚津の朝市 7:00'"'--' 海の駅墜気楼

3、れあい無料入浴デイ (70歳以上の方対象)
121(月)l' 

14:00'"'--'17:00 みなと湯(諏訪町)

3 出

女ミラージ'ュランド・早月川パークゴルフ場は

12/1から3/20頃まで休園します。

女歴史民俗博物館は

12/1から3/31まで休館します。

*水族館・埋没林博物館は 12/1から 3/13まで

毎週月曜日と祝祭日の翌日は休館します。

11~~~a~;有望彦副田司2m 
ジEユテ;ーィ・オングクリスマスコンサー卜
19:00開演新川文化ホール
チケット:一般 6，000円学生 2，000円
炉問合せ先新川文化ホール1i23-1123

。
l百楽荘への
福祉パス運行予 定
地区 運行日

上中島 12月 1日(ボ

天神 12月 6日決)

鹿熊 12月 7日制

下中島 12月 8日(木)

片貝 12月13日決)

坪野 12月14日(水)

西布施 12月15日(木)

上野方 12月20日決)

大百楽荘では福祉パスの運行

にあわせて、介護予防教室
を行っています。

ぜひご利用くださいo

'問合せ先
社会福祉課高齢福祉係

(市役所 1階)~23-1007 

歯 科医

48(日)清田歯科医院言5A85

11日(日)歯科魚津医院会7A1Z

188(日)小杉歯科医院 28AoZ

23日働近藤歯科クリニック会7A02

25日(日)安部歯科医院芸8J22Z

般医

4日(日)いなぱ小児科医院さ2A8Z

11日(日)吉島内科クリニック芸22-88完

1旧日)平野クリニック 223-52ゐ
寿町

23日也大崎クリニック fi23-1001

科仏 国
225-0250 

29日閣かごうら皮ふ科クリニック言23405

羽田悩みのう医科歯科クリニック益2215品
31日出宮本内科小児科医院芸2f01jl

1月
ビーチクリニック 222-75品1日(日)

2日(月)桝崎クリニック益2218品
院大光寺

224-3800 

(黒部消防署向側1i54-0731) 

診療科目/内科・小児科・外科

(診療時間/午前 9時~午後 5時)国 休日当番医
診療日

内山25日(呂)青

通常の木曜日と同様に診療29日(木)

町
引

一町
白

内，

ι
一

凋

斗

善
付
一
日
目

守
/
一

no

入
宮

一朝
包

院

院
医

医

科

科

歯

出

血

幽

原

津

田

魚
働

制
呂

田

n

U

4

1

 

n
d

内。
1月 黒部 市

渡辺歯科医院 fi52-0164 1日(日)I 

2日明)塩見歯科医院会7F13Z
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~! 広報う宿づ∞0叩月号 | 
広
報
写
真
で
賑
り
返
る
2
0
0
5
年

-一

圃圃園圃・・・・・

位当

("コ

.~'I冊

T急
「ビ

4
Z
ロ

T室
，寸-.. 

V
先
日
、
住
吉
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
「
サ

ヨ
コ
オ
ト
ナ
ラ
」
の

ラ
イ
ブ

コ
ン
サ

ー
ト

に
取
材
(
本
誌

日
ぺ
l
ジ
に
記
載
)
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

V
若
者
や
お
年
寄
り
、

そ
し
て
外
国
の
人
な
ど
、
本
当
に
様
々
な

人
々
が
訪
れ
、
相
撲
甚
句
や
民
一
謡
、
ロ

ッ

ク
に
ソ
ウ
ル

・・・
。
普
通
で
は
、
一
緒
に

演
奏
し
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
わ
れ
る
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
も
、
「
魚
津
」
と
い

う
共
通
点
で
大
集
合
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
目
、
住
吉
倶
楽
部
の
中
は
、
世
代
や
人

種
を
超
え
た
大
き
な
一
体
感
で
包
ま
れ
、

熱
気
で
溢
れ
て
い
て
、
な
ん
だ
か
「
音
楽
」

の
す
ご
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
し
た

D

V
広
報
を
作
っ
て
い
る
と
、
こ
う
い
っ
た

「
す
ご
い
」
な
っ
て
い
う
出
会
い
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
今
年
は
も
う
終
わ
り
で
す
が
、

来
年
も
そ
ん
な
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
よ
う
に
・
・
・
。

V
と
こ

ろ
で
今
月
の

裏
表
紙
、
広
報
写
真
で
今
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。
日
月
の
行
事
が
見
当
た
り

ま
せ
ん
が
そ
れ
は
本
誌
の
叩

1
1
ペ
ー
ジ

で
、
そ
し
て
ロ
月
の
話
題
は
・・・

あ
な
た

が
主
役
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
(
む
)

今
月
の
「
う
お
づ
水
の
あ
る
風
景
」
は

お
休
み
し
ま
す
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